
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月の 

開館日 

月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 

昼 休 み   ○ ○   

放 課 後   × ○   

 6 7 8 9 10 11 

昼 休 み ○ ○ × ○ ○ - 

放 課 後 × ○ × ○ ○ ○ 

 13 14 15 16 17 18 

昼 休 み ○ × × × ×  

放 課 後 ○ × × × ×  

 20 21 22 23 24 25 

昼 休 み ○ ○ ○  ○  

放 課 後 ○ ○ ○  ○  

 27 28 29 30   

昼 休 み ○ ○ × ○   

放 課 後 ○ ○ × ○   

図書館だより 
世田谷区立砧中学校 

砧中学校図書館 発行 (令和 5年 11月) 

 

【戦争マンガが入ります】 

砧中図書館では、過去の戦争の記録や記憶を書き残した資料を積極的に

収蔵しています。文章で表したものが多いのですが、視覚的にとらえ易い

「戦争マンガ」も今回用意しました。 

戦争についての本は、気持ちが落ち込んでいるときには少し読むのが辛

くなるかもしれません。気持ちに余裕がある時に読んで、「なぜ戦争をし

てはいけないか」を考えてみてください。 

太平洋戦争関連は歴史【210.75】、世界の戦争関連は歴史【204】に

あります。貸出も可能です。(教室で読まない、という約束を守って利用

してください。) 

お し ら せ 

『「心」のお仕事 今日も誰かのそばに立つ 24人の物語』 
河出書房新社/編  河出書房新社 498 こ 

目に見えない「心」を扱うことを仕事にしたいと思ったら、まずどうすればいいので

しょう？どんな勉強や進路の選択が必要なのでしょうか？ 

この本では「心」の仕事をする人々に、その仕事の中身と本質、現実の様子を執

筆してもらっています。私たちの身近なところでは、スクールカウンセラーの先生も出

てきます。自分の「心」を助けてくれる仕事について、知っておくことが大切だと思い

ます。 

『いのちの停車場』  
南 杏子/著 幻冬舎 B913 み 

 故郷の金沢に帰ってきた 62歳の医師、咲和子。東京では救命救急センターで

働くベテラン救急医でした。金沢では年老いた父とのんびり過ごすはずが、知

り合いの診療所で「訪問診療医」としてすぐに現場に出ることになります。 

 訪問診療の患者たちは様々な年齢や状態で、命を送る現場にも遭遇します。

戸惑いながらも「在宅での終末医療」の道へまい進していく咲和子。積極的安

楽死を望む父との葛藤も描かれます。 

 作者の南 杏子さんは、大学卒業後編集者として働き、33歳で医学部に学士

編入して医師となった異色の医療小説家です。 

医療 １１月１４日は「医師に感謝する日」です。「１１」は人
ヒ ト

と人
ヒ ト

の結びつき、

「１４」は医師
イ シ

の語呂合わせからこの日に制定されたそうです。今月は医

療にまつわる本を紹介します。 

参考：『すぐに役立つ３６６日記念日事典 第４版 下』日本記念日協会/編 加瀬清志/著（創元社） 

 

新着本が入ります！(第 3弾) 

11月 10日(金)より、新着本の棚に新しい本が入ります。第 3弾の本

には青い●シールが付いています。第 2弾の新着本には緑の●シールが

付いたまま、分類の本棚に戻っています。探したい本がある時は司書に声

をかけてください。 

 


